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 論文内容要旨 
 
論文題名 Reactive sulfur species inhibit the migration of PDGF-
treated vascular smooth muscle cells by blocking the reactive 

























 PDGF刺激は、細胞内 ROSレベルを増加させることから、PDGF により RSS
が誘導されるかを RSS 内のサルフェン硫黄と特異的に反応する SSP4 を使
用して検討した。その結果、PDGF刺激 24時間により細胞内サルフェン硫
黄レベルが有意に増加した。PDGF 刺激により、RSS が誘導したことから、
VSMC遊走における機能的役割について、Modified Boyden chamber アッセ
イにより検討した。その結果、PDGF刺激により誘導された細胞遊走は、RSS
によって有意に抑制された。遊走抑制の機序として ROS の消去が推定され
たため、RSS の ROS レベルへの影響を検討した。VSMC への PDGF 刺激によ











活性化された ROS-Akt 経路の調節を行うことで、VSMC のリーディングエ
ッジでのビンクリン及びパキシリンの移動を調節し、細胞接着斑の形成と
遊走に寄与するという新しい作用メカニズムを証明した。本研究により、
RSS は VSMC における血管機能の恒常性を保つために重要であることが示
唆された。(1189文字) 
